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ク
セ
ス
で
き
な
い
山
岳
地
帯
を
く
ま
な

く
歩
き
、
空
腹
や
、
ゲ
リ
ラ
に
遭
遇
す

る
な
ど
の
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
患

者
の
探
索
に
勤
し
ん
だ
。

　

エ
チ
オ
ピ
ア
に
お
け
る
最
後
の
天
然

痘
患
者
は
、
一
九
七
六
年
、
南
西
の

バ
レ
州
で
見
つ
か
っ
た
症
例
で
あ
り
、

一
九
七
九
年
、
W
H
O
に
よ
っ
て
エ

天
然
痘
封
じ
込
め

木
村
英
作
と
は
何
者
か

　

木
村
英
作
氏
（
一
九
四
六
年
、
秋

田
県
生
ま
れ
）
は
寄
生
虫
学
者
で
あ

る
。
二
〇
一
二
年
ま
で
愛
知
医
科
大
学

に
お
い
て
教
鞭
を
執
っ
た
の
ち
、
大
阪

大
学
微
生
物
病
研
究
所
に
特
任
教
授
と

し
て
勤
務
し
、
現
在
は
長
崎
大
学
で
研

究
に
当
た
っ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代

初
頭
、
長
崎
大
学
の
熱
帯
医
学
研
究
所

内
科
に
勤
務
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
推
挙

さ
れ
て
当
時
の
海
外
技
術
協
力
事
業
団

（
O
T
C
A
、
現
J
I
C
A
の
前
身
）

の
専
門
家
と
し
て
エ
チ
オ
ピ
ア
に
派

遣
さ
れ
た
。
W
H
O
の
天
然
痘
根
絶

拡
大
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
一
九
六
六ｰ

八
〇
）

は
こ
の
頃
、
最
後
に
残
さ
れ
た
数
少
な

い
汚
染
地
で
あ
っ
た
エ
チ
オ
ピ
ア
で
の

患
者
発
見
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
注
力
し

て
お
り
、
木
村
氏
は
村
落
を
し
ら
み
つ

ぶ
し
に
あ
た
っ
て
、
患
者
の
発
見
と
ワ

ク
チ
ン
接
種
、
そ
の
報
告
作
業
に
従
事

し
た
。

天
然
痘
と
は

　

天
然
痘
は
、
天
然
痘
ウ
イ
ル
ス

（variola virus

）
を
病
原
体
と
す
る
感

染
症
で
あ
る
。
感
染
力
が
強
く
、
人
か

ら
人
へ
飛
沫
感
染
・
空
気
感
染
す
る
。

致
死
率
も
高
い
た
め
紀
元
前
よ
り
人
々

に
恐
れ
ら
れ
て
き
た
疾
病
で
あ
り
、
日

本
で
も
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
が
あ
っ
た
。

歴
史
上
の
多
く
の
人
が
天
然
痘
に
罹
り

亡
く
な
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。

　

一
九
八
〇
年
、
W
H
O
よ
り
世
界

天
然
痘
根
絶
宣
言
が
出
さ
れ
、
現
在
で

は
天
然
痘
は
自
然
界
か
ら
消
え
去
っ
て

い
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
は
備
蓄
さ
れ
て
い

る
。
世
界
最
後
の
自
然
感
染
に
よ
る
天

然
痘
患
者
は
一
九
七
七
年
に
エ
チ
オ
ピ

ア
の
隣
国
、ソ
マ
リ
ア
で
発
見
さ
れ
た
。　

W
H
O
天
然
痘
根
絶
計
画

　

天
然
痘
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
五
八
年
当

時
、
全
世
界
で
天
然
痘
の
流
行
が
起

き
て
い
た
こ
と
か
ら
W
H
O
総
会
で

も
患
者
数
が
期
待
し
た
ほ
ど
減
ら
な

か
っ
た
こ
と
、
西
ア
フ
リ
カ
で
の
疫
学

調
査
か
ら
、
天
然
痘
の
流
行
は
潜
伏
期

間
を
経
て
ゆ
る
や
か
に
進
行
す
る
（
平

均
十
二
日
）
こ
と
、
家
族
な
ど
の
身
近

な
人
か
ら
感
染
す
る
こ
と
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
し
て
い
な
い
場
合
で
も
家
族
な

ど
の
濃
厚
接
触
者
の
罹
患
率
は
四
〇
％

と
比
較
的
低
い
感
染
率
だ
っ
た
こ
と
、

な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め

患
者
を
発
見
し
、
そ
の
周
囲
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
行
う
「
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
と
封
じ
込
め
（surveillance and 

containm
ent

）」
作
戦
に
方
針
が
変

更
さ
れ
、こ
れ
が
各
国
で
功
を
奏
し
た
。

　

木
村
氏
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し

た
一
九
七
三
年
、
世
界
十
一
カ
国
に
天

然
痘
の
患
者
が
存
在
し
て
い
た
（
常
在

国
：
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ボ
ツ
ワ
ナ
、 

イ
ン

ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ

シ
ュ
、
ネ
パ
ー
ル
。
輸
入
感
染
：
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ソ
マ
リ
ア
、
ジ
ブ
チ
、

ブ
ー
タ
ン
、
ケ
ニ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
。
飛

び
火
：
日
本
）。
そ
の
中
で
も
、
エ
チ

オ
ピ
ア
は
ソ
マ
リ
ア
や
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
な
ど
と
並
び
、
最
後
の
局
面
ま
で

患
者
が
発
生
し
て
い
た
国
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

エ
チ
オ
ピ
ア
に
お
け
る
天
然
痘

根
絶
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

エ
チ
オ
ピ
ア
の
天
然
痘
根
絶
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
一
九
七
一
年
、
も
っ
と
も
遅
れ

て
開
始
さ
れ
た
。
当
時
の
エ
チ
オ
ピ
ア

で
は
、
外
部
ド
ナ
ー
の
援
助
の
も
と
で

マ
ラ
リ
ア
根
絶
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
地

方
衛
生
組
織
の
設
立
な
ど
、
他
に
資
源

を
割
く
べ
き
優
先
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
っ

た
こ
と
が
、
天
然
痘
根
絶
へ
の
着
手
が

遅
れ
た
理
由
と
さ
れ
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
時
に
は
、
ス
タ
ッ

フ
数
と
自
動
車
の
数
に
限
り
が
あ
り
、

わ
ず
か
三
十
九
名
と
小
規
模
体
制
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
当
初
の
参
画
地
域

は
四
州
だ
け
だ
っ
た
。
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
と
封
じ
込
め
作
戦
に
基
づ
き
、
一

チ
ー
ム
一
、二
名
で
構
成
さ
れ
る
探
索

チ
ー
ム
が
各
地
に
分
か
れ
、
徒
歩
で
患

者
を
探
索
し
た
。
エ
チ
オ
ピ
ア
に
お
け

る
天
然
痘
根
絶
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
と

天
然
痘
根
絶
計
画
が
決
議
さ
れ
、
対

策
が
始
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
天
然

痘
は
そ
の
後
も
依
然
と
し
て
サ
ハ
ラ

以
南
ア
フ
リ
カ
や
東
南
ア
ジ
ア
、
ブ

ラ
ジ
ル
な
ど
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い

た
た
め
、
一
九
六
六
年
、
W
H
O
は

天
然
痘
根
絶
一
〇
ヶ
年
計
画
を
決
議

し
、
一
九
六
七
年
に
計
画
は
実
行
に
移

さ
れ
た
。
こ
の
決
議
で
は
対
策
費
用

の
追
加
配
分
が
決
定
さ
れ
る
と
と
も

に
、
W
H
O
参
加
国
に
対
し
こ
れ
ま

で
以
上
の
根
絶
計
画
の
推
進
が
急
請
さ

れ
た
。
こ
の
時
、
世
界
で
は
常
在
流
行

国
三
十
一
ヶ
国
と
輸
入
患
者
発
生
国

一
五
ヶ
国
が
あ
り
、
新
規
患
者
が
年
間

一
〇
〇
〇
〜
一
五
〇
〇
万
人
程
発
生

し
、
死
者
数
は
二
〇
〇
万
人
に
上
っ
て

い
た
。

　

一
〇
ヶ
年
計
画
の
当
初
の
方
針
は
、

「
天
然
痘
常
在
流
行
地
の
全
住
民
の

八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
三
年
間
で

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行

う
」
こ
と
で
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
チ
ー
ム
が

地
域
に
行
き
、
手
当

た
り
次
第
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
行
う
方
式

を
採
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
の
み
を
上
げ
て

し
て
、
外
国
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
用

が
あ
げ
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
平
和
特

殊
部
隊
（
ピ
ー
ス
コ
ー
）
や
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
日
本
の
青
年

海
外
協
力
隊
（
J
O
C
V
）
が
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
オ
フ
ィ
サ
ー
と
し
て
、
天
然

痘
患
者
の
発
見
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
尽

力
し
た
の
だ
。
彼
ら
は
徒
歩
で
し
か
ア

チ
オ
ピ
ア
の
天
然
痘
根
絶
が
宣
言
さ
れ

た
。

一
九
七
三
年
の

　
エ
チ
オ
ピ
ア
の
状
況

　

木
村
氏
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
画
し
た

一
九
七
三
年
、
エ
チ
オ
ピ
ア
は
ア
ク

テ
ィ
ブ
フ
ェ
ー
ズ
期
の
最
中
で
、
天
然

痘
の
症
例
報
告
数
は
前
年
と
比
較
す
る

と
順
調
に
減
少
し
て
い
た
。
こ
の
頃
、

エ
チ
オ
ピ
ア
南
西
地
域
で
の
症
例
報
告

が
な
く
な
り
、
高
地
・
山
岳
地
域
で
、

よ
り
ア
ク
セ
ス
が
困
難
な
ゴ
ン
ダ
ー

ル
、
ゴ
ッ
ジ
ャ
ム
、
ウ
ォ
ロ 

に
人
と

資
源
を
移
し
た
頃
だ
っ
た
。
こ
う
し
た

地
域
は
ま
た
、
伝
統
的
な
人
工
天
然
痘

接
種
方
法
（
詳
細
は
十
三
頁
参
照
）
が

残
る
な
ど
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
抵
抗

が
多
く
見
ら
れ
た
よ
う
だ
。

　

木
村
氏
が
約
一
年
半
に
渡
り
活
動
し

た
の
は
ゴ
ン
ダ
ー
ル
州
に
属
す
る
複
数

の
ア
ウ
ラ
ジ
ャ
（aw

raja

）
で
あ
る
。

資
料
か
ら
は
、
大
き
く
分
け
て
五
つ
の

ト
リ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
が
、
こ
の
地
域
で
は
天
然
痘
の

患
者
が
最
後
ま
で
報
告
さ
れ
、
ま
た
、

ア
ク
セ
ス
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
後

に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
患
者
探

索
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
う
「
ク
ロ
コ

ダ
イ
ル
作
戦
」
が
行
わ
れ
た
。

1971 年から 1976 にかけての、エチオピアにおける天然痘分布の推移。最後に発見された患者はバレ州の遊牧民の 3 才の少女で、1976 年 8 月 9 日のことであった。
これ以降、エチオピアでは天然痘患者は発見されず、1979 年に WHO はエチオピアにおける天然痘根絶を宣言した。図は WHO（1979）掲載のものをもとに、新
たに作図した。
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い
っ
た
い
、
何
本
打
っ
た
の
か
エ
チ
オ
ピ
ア
で
天
然
痘
封
じ
込
め
に

関
わ
っ
た
日
本
人
た
ち

　

木
村
氏
の
残
し
た
日
報
な
ど
の
記
録

か
ら
判
読
で
き
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
数
を

元
に
、
筆
者
ら
が
次
の
グ
ラ
フ
を
作
成

し
た
。
記
録
に
残
っ
て
い
る
だ
け
で
、

一
九
七
三
年
一
〇
月
～
七
四
年
六
月
の

期
間
に
木
村
チ
ー
ム
が
行
な
っ
た
ワ
ク

チ
ン
接
種
数
は
一
万
本
を
超
え
る
。

　

も
っ
と
も
多
く
接
種
を
施
し
た
の

は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ト
リ
ッ
プ
（
三
週

間
弱
）
期
間
の
四
六
八
一
本
で
あ
る
。

こ
の
時
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
方
針
の
細
か

な
記
述
は
残
っ
て
い
な
い
が
、学
校
や
、

教
会
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
訪
問
し
、

患
者
の
写
真
を
見
せ
な
が
ら
、
患
者
探

索
を
行
い
つ
つ
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

対
策
は
ま
ず
患
者
を
発
見
し
、
そ
の

患
者
の
周
囲
の
人
々
に
接
種
を
行
う
と

い
う
方
法
を
行
な
っ
て
い
た
た
め
、
ト

リ
ッ
プ
3
の
よ
う
に
、
接
種
数
が
多
く

な
い
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ

で
も
木
村
氏
が
遠
征
隊
を
率
い
て
い

た
お
よ
そ
八
ヶ
月
間
の
合
計
本
数
は

五
四
八
三
本
と
多
数
に
上
る
。
海
抜
も

高
く
、
高
低
差
も
あ
る
環
境
を
徒
歩
で

移
動
し
な
が
ら
の
数
字
と
し
て
は
驚
異

的
で
あ
る
。

　

W
H
O
の
資
料
に
は
、
天
然
痘
根

絶
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
と
し
て
日
本

人
二
十
七
名
の
名
前
が
連
な
っ
て
い

る
。
こ
の
中
に
は
木
村
氏
の
名
前
も
あ

る
。
ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
メ
デ
ィ
カ
ル

オ
フ
ィ
サ
ー
で
、
後
に
対
策
本
部
長
と

な
っ
た
蟻
田
功
氏
の
名
前
も
含
ま
れ

る
。
記
載
さ
れ
て
い
る
名
前
の
多
く
は

海
外
技
術
協
力
事
業
団
（
O
T
C
A
、

現
J
I
C
A
）
か
ら
「
天
然
痘
根
絶

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
派
遣
さ
れ
た

青
年
海
外
協
力
隊
員
だ
っ
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
九
七
二
年

か
ら
二
代
、
四
年
に
渡
り
協
力
隊
員
を

派
遣
し
、
天
然
痘
根
絶
と
時
期
を
同
じ

く
し
て
派
遣
を
終
了
し
た
。
彼
ら
は
天

然
痘
監
視
員
と
し
て
木
村
氏
の
よ
う
に

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
従
事
し
た
り
、
自

動
車
整
備
な
ど
に
従
事
し
て
い
た
。

　

木
村
氏
も
協
力
隊
員
と
患
者
捜
し
の

ト
リ
ッ
プ
を
共
に
し
た
他
、
休
暇
に
は

日
本
人
同
士
で
集
ま
り
、
疲
れ
を
い
や

す
べ
く
束
の
間
の
休
み
を
楽
し
ん
で
い

た
よ
う
だ
。

　

天
然
痘
根
絶
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に

よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
天
然
痘
根
絶
宣
言

に
は
、
唯
一
の
日
本
人
と
し
て
、
多
ケ

谷
勇
氏
（
当
時
国
立
予
防
衛
生
研
究
所

腸
内
ウ
イ
ル
ス
部
長
）
が
署
名
し
て
い

る
。

　

貴
重
な
資
料
の
数
々

　

木
村
氏
は
滞
在
中
に
公
的
な
報
告

か
ら
私
的
な
日
記
ま
で
多
様
な
記
録

を
残
し
、
そ
れ
を
ず
っ
と
保
管
し
て

き
た
。
そ
う
し
た
記
録
を
私
た
ち
は
、

二
〇
一
七
年
か
ら
順
次
譲
り
受
け
整
理

し
て
き
た
。
譲
渡
さ
れ
た
記
録
類
は
、

以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

１　

�

手
書
き
の
地
図
（
直
接
訪
問
、
ま
た
は

現
地
有
力
者
な
ど
か
ら
得
た
情
報
を
元

に
作
成
）： 

８
枚

２　

�

村
落
リ
ス
ト
（
手
書
き
の
地
図
と
対
応

し
て
い
る
）: 

17
枚

３　

�Daily W
ork sum

m
ary

（
日
毎
の
行
程

（
訪
問
地
、症
例
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
数
、

そ
の
他
の
で
き
ご
と
の
メ
モ
））: 

16
枚  

（
た
だ
し
ト
リ
ッ
プ1

は
メ
モ
書
き
）

４　

�M
onthly sum

m
ary

（
各
ト
リ
ッ
プ
の

状
況
を
ま
と
め
た
も
の)　

17
枚 (

ト

リ
ッ
プ 2, 3, 4, 5)

５    �H
ousehold Surveillance Record　

19
枚 (

ト
リ
ッ
プ 4,5

）

６　

�

ス
ラ
イ
ド
写
真
（
天
然
痘
や
そ
の
他
皮

膚
疾
患
の
患
者
の
写
真
、
移
動
中
の
風

景
、
祭
り
な
ど
）：
多
量
、
う
ち627

枚
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
。

７　

�

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
１
冊
（
一
九
七
四

年
四
〜
六
月
の
記
録
で
主
に
日
本
語
で

記
入
。
地
図
の
下
書
き
も
あ
り
）

８　

�

手
帳 :

１
冊 (

一
九
七
三
年
の
記
録)

９　

�

天
然
痘
のvariolation

に
関
す
る
原
稿 

: 

日
本
語
原
稿
20
頁
、
英
語
原
稿
60
頁

10　

�W
HO

発
行
レ
ポ
ー
ト
（SM

ALL 
POX ERADICATION IN ETH

IOPIA, 
SM

ALL PO
X SU

RVEILLAN
CE IN 

ETHIOPIA 29 (M
ONTHLY REPORT, 

JUNE 1973) 

）: 

各
１
冊

11　

そ
の
他
メ
モ
：
数
枚

　

Daily W
ork sum

m
ary

お
よ
び

M
onthly sum

m
ary

は
、
天
然
痘
根

絶
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
提
出
す
る
た
め
に
記

録
さ
れ
て
お
り
、
前
者
に
お
い
て
は
、

毎
日
の
行
程
や
天
然
痘
患
者
の
症
例
数

と
ワ
ク
チ
ン
接
種
数
が
記
録
さ
れ
て
い

た
。

　

Household Surveillance Record

は
、
患
者
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
記
録

し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
用
紙
に
は
、

発
見
の
方
法
、
世
帯
の
中
の
最
初
の
患

者
の
記
録
（
名
前
、
性
別
、
年
齢
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
傷
の
有
無
と
日
付
、
人

工
種
痘
の
有
無
と
日
付
）、
痘
瘡
が
始

ま
っ
た
日
、そ
の
患
者
の
生
存
の
有
無
、

感
染
ル
ー
ト
、
そ
れ
以
外
の
世
帯
メ
ン

バ
ー
の
状
況
を
記
載
し
て
い
た
。

　

ス
ラ
イ

ド
写
真
は

じ
つ
に
多

量
で
、
デ

ジ
タ
ル
化

し
た
も
の

だ
け
で
も

六
二
七
枚

あ
る
が
、

実
際
の
ス

ラ
イ
ド
数

は
こ
の
三

倍
近
く
に

の
ぼ
る
。

こ
れ
ら
の

写
真
は
主

に
木
村
氏
が
撮
影
し
た
も
の
で
、
天

然
痘
や
そ
の
他
皮
膚
疾
患
の
患
者
の
写

真
が
写
っ
て
い
た
ほ
か
、
活
動
し
て
い

た
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
学
校
、
医
療
施
設
の

写
真
、
移
動
中
の
様
子
や
風
景
、
訪
れ

た
村
や
町
の
様
子
、
お
祭
り
や
結
婚
式

の
様
子
な
ど
、
当
時
の
エ
チ
オ
ピ
ア
北

部
の
生
活
を
垣
間
見
れ
る
も
の
が
多
数

写
っ
て
い
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
に
は
、
主
に

一
九
七
四
年
四
月
〜
六
月
の
旅
の
記
録

や
地
図
の
下
書
き
、
患
者
探
索
と
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
行
う
な
か
で
気
づ
い
た
こ

と
な
ど
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
の
他
、
木
村
氏
が
書
い
た
と
さ
れ

る
天
然
痘
の
人
工
種
痘
に
関
す
る
手
書

き
の
原
稿
が
二
点
あ
っ
た
他
、
エ
チ
オ

ピ
ア
保
健
省
と
W
H
O
が
発
行
し
た

レ
ポ
ー
ト
が
含
ま
れ
て
い
た
。
木
村
氏

か
ら
受
け
取
っ
た
資
料
の
中
で
も
一
際

目
を
見
張
る
の
が
、
美
し
い
手
描
き
の

地
図
で
あ
る
。
そ
の
地
図
は
、
本
誌
の

五
、六
、九
、一
〇
の
各
頁
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
木
村
氏

に
よ
っ
て
手
描
き
で
作
成
さ
れ
た
。
地

図
は
木
村
氏
が
日
々
の
ト
リ
ッ
プ
中
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
に
地
形
な
ど
の
様

子
を
下
書
と
し
て
描
き
止
め
つ
つ
、
実

際
に
訪
問
し
た
村
や
、
信
頼
で
き
る
情

報
筋
か
ら
聞
き
取
っ
た
情
報
を
元
に
作

成
し
、
別
紙
の
村
リ
ス
ト
と
対
応
す
る

よ
う
記
号
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。

　

G
P
S
や
衛
星
写
真
は
お
ろ
か
、

き
ち
ん
と
し
た
地
図
す
ら
も
手
元
に
な

か
っ
た
当
時
、
こ
う
し
た
地
図
の
作
成

が
可
能
だ
っ
た
の
は
、
木
村
氏
が
山
岳

部
出
身
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
木
村

氏
自
身
も
医
学
の
知
識
よ
り
も
、
山
岳

部
の
経
験
が
大
い
に
役
立
っ
た
と
振
り

返
る
。

　

位
置
情
報
の
把
握
は
天
然
痘
根
絶
計

画
に
お
け
る
患
者
探
索
・
封
じ
込
め
を

行
う
上
で
、
重
要
な
要
素
の
ひ
と
つ
と

し
て
数
え
ら
れ
て
い
た
。
木
村
氏
が
作

成
し
た
地
図
の
一
枚
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア

保
健
省
と
W
H
O
に
よ
る
エ
チ
オ
ピ

ア
に
お
け
る
天
然
痘
の
レ
ポ
ー
ト
の
な

か
で
も
、
一
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い

る
。

当時の青年海外協力隊員との食事風景。左は木村氏とと
もに天然痘根絶プログラムに関わった高橋氏（仙台出身）。
中央は陶芸家の鹿目曹氏（福島県出身）。

右の人物は海外技術協力事業団（OTCA、現 JICA）で協力
隊員の業務調整を担当していた稲葉氏。

木村氏から託された資料。右の写真は患者探索に使用した WHO 作成の天然痘患者の写真カード 1 枚。



6 5トリップ 2 の際の地図。地図中の番号は別にある村リストと対応する。トリップ 2-2（上方の赤点線）
では 10 頁掲載の地図 (Keraker 方面 ) へと足を進めており、トリップ 2-3（赤実線）では、Keraker
方面からこの地図の方へ進んだことがわかる。

同じくトリップ 2 の地図の 1 枚。トリップ 2-1（緑点線）は１０頁の地図方面へ引き返したが、トリッ
プ 2-2（赤点線）はそのまま前進し、本地図下の Muse Bamba 方面へ抜けている。トリップ 2-1 で
は、この地図上の村々で天然痘の患者を発見しワクチン接種を行なっている。



8 7

患
者
を

五
つ
の
ト
リ
ッ
プ

　

私
た
ち
は
木
村
氏
か
ら
受
け
と
っ
た

資
料
を
読
み
解
き
、
木
村
氏
が
エ
チ
オ

ピ
ア
滞
在
中
に
ど
の
よ
う
な
ト
リ
ッ
プ

を
行
な
っ
た
の
か
、
次
頁
の
表
の
よ
う

に
整
理
・
分
類
し
た
。

　

ト
リ
ッ
プ
は
大
き
く
分
け
て
五
つ
あ

る
。
ト
リ
ッ
プ
１
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ト

リ
ッ
プ
と
称
さ
れ
た
も
の
で
、
タ
ナ
湖

周
辺
を
中
心
に
活
動
し
た
も
の
で
あ

の
疑
い
が
あ
る
と
の
連
絡
を
受
け
て
木

村
氏
ら
が
駆
け
つ
け
た
医
療
施
設
で

も
、
実
際
は
水
疱
瘡
だ
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
い
い
、
水
疱
瘡
患
者
と
の
違

い
に
注
意
を
払
っ
て
活
動
し
た
こ
と
が

記
録
さ
れ
て
い
た
。

　

ト
リ
ッ
プ
４
は
タ
ナ
湖
の
東
に
進
ん

だ
地
域
で
あ
る
。
こ
の
旅
の
途
中
、
い

く
つ
か
の
天
然
痘
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク

が
み
ら
れ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
っ
た

記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

ト
リ
ッ
プ
５
は
今
回
の
資
料
で
確
認

で
き
た
最
後
の
ト
リ
ッ
プ
で
あ
る
。
こ

の
地
域
は
、
後
に
「
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
作

戦
」
と
い
う
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い

た
天
然
痘
患
者
発
見
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
な
ど
、
ア
ク
セ
ス
が
難
し
い
エ
リ
ア

だ
っ
た
。
木
村
氏
は
こ
の
ト
リ
ッ
プ
で

数
名
の
天
然
痘
患
者
を
発
見
す
る
が
、

悪
天
候
、
接
種
担
当
者
と
の
不
和
、
そ

し
て
自
身
の
体
調
不
良
で
旅
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
る
な
ど
難
し
い
ト
リ
ッ
プ
だ
っ

た
と
書
き
記
し
て
い
る
。

　

以
下
で
は
、
さ
ら
に
詳
細
な
ト
リ
ッ

プ
の
内
容
に
触
れ
て
い
き
た
い
。

る
。
ピ
ー
ス
コ
ー
な
ど
に
混
じ
っ
て
参

加
し
た
た
め
ワ
ク
チ
ン
接
種
数
が
す
べ

て
の
ト
リ
ッ
プ
の
中
で
一
番
多
か
っ

た
。

　

ト
リ
ッ
プ
２
、 Tgeda

ワ
ラ
ダ
へ
の

ト
リ
ッ
プ
は
三
回
行
わ
れ
た
。
一
回
目

の
ト
リ
ッ
プ
で
は
、
複
数
の
天
然
痘
患

者
が
発
見
さ
れ
、
木
村
氏
の
チ
ー
ム
は

患
者
の
周
囲
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行

な
っ
た
。
そ
の
後
、
ト
リ
ッ
プ

2-2

、 2-3

の
際
に
は
新
規
の
天

然
痘
患
者
が
発
見
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
木
村
氏
た
ち
の

一
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
ア

ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
に
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
た
と
考
え
ら
れ
、
次
の
地

域
へ
移
動
し
た
。

　

ト
リ
ッ
プ
３
は
さ
ら
に
北

に
位
置
す
るW

ogera

ア
ウ

ラ
ジ
ャ
で
行
わ
れ
た
。
こ
の

時
、
天
然
痘
患
者
の
発
見
は
〇

件
だ
っ
た
が
、
天
然
痘
の
症
状

に
似
た
水
疱
瘡 

（chickenpox

）

の
症
例
が
少
な
く
と
も
三
十
六

件
発
見
さ
れ
た
。
天
然
痘
患
者

チ
ー
ム
構
成

　

チ
ー
ム
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

監
督
の
も
と
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
オ

フ
ィ
サ
ー
（
S
O
）
ま
た
は
、
ア
シ
ス

タ
ン
ト
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
オ
フ
ィ
サ
ー

（
A
S
O
）
の
他
、
W
H
O
に
よ
っ
て

臨
時
で
雇
用
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
者

と
、
ガ
イ
ド
と
し
て
雇
用
し
た
地
域
住

民
、
そ
れ
に
物
搬
送
用
の
ロ
バ
で
構
成

さ
れ
て
い
た
。
接
種
担
当
者
は
一
日
三

ド
ル
で
雇
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
木

村
氏
に
よ
る
と
、
一
回
の
ト
リ
ッ
プ
に

三
、四
人
で
行
動
し
、
状
況
に
よ
っ
て

二
手
に
別
れ
て
行
動
す
る
場
面
も
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
オ
フ
ィ

サ
ー
に
は
青
年
海
外
協
力
隊
員
や
ア
メ

リ
カ
の
ピ
ー
ス
コ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
含
ま
れ
て
い
た
。
各
チ
ー
ム
は
担
当

エ
リ
ア
を
振
り
分
け
ら
れ
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
移
動
中
の
住
民
へ
の
聞
き
込
み
か

ら
、
天
然
痘
と
思
し
き
患
者
情
報
や
ア

ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
情
報
を
入
手
し
、
そ
の

地
域
を
訪
問
し
て
い
た
。

　

木
村
氏
は
、
い
く
つ
か
の
エ
リ
ア
の

な
か
で
も
ア
ク
セ
ス
の
悪
い
山
岳
エ
リ

ア
を
自
ら
志
願
し
、
担
当
し
た
。

トリップ 1
トレーニングト

リップ

トリップ 2-1
Tegeda Woreda 

(1 回目 )

トリップ 2-2
Tegeda Woreda

 (2 回目 )

トリップ 2-3
Tegeda Woreda

 (3 回目 )

トリップ 3
Wogera Awaraja, 
Wolkait Woreda

トリップ 4
Gayint Awaraja

トリップ 5
Semien Awaraja

時期 1973/10/10~10/28 1973/10/31-11/23 1973/12/10~12/21 1974/01/28~02/18 1974/03/10~04/04 1974/04/18~05/28 1974/06/11~06/29

訪問エリア

Gondar Awaraja 
Dembia Worda 
Gorgora m.w 
拠点：Gondar

Gamo-Endamariam 
m.w. 
Yedekeabana 
Yedekeharso m.w. 
Adietna Torat m.w. 
Yedekebashi 
Kendishih m.w. 
Midre Ghebeta m.w. 
拠点：Gondar

Yedekeabana 
Yedekeharso m.w. 
(Dackba Saruna & 
Dekagaro) 
Adieuna Torat m.w. 
拠点：Gondar

Gamo-Endamariam 
m.w. 
Yedekeabana 
Yedekeharso m.w. 
(Dackba Saruna & 
Dekagaro) 
Midre Ghebeta m.w. 
拠点：Gondar

Wogera Auraja, 
Wolkait Woreda 
Yeadiremet m.w. 
Berkuta m.w. 
Yeblamba m.w.

SALI m.w.　
（1974/04/18~05/04) 

TACHI NEGERA m.w. 
（1974/05/15~05/28) 

拠点：Nefas Mawcha 
(Gayint awr の capital)

LAHIN m.w. 
拠点：Adi Arkai

ワクチン接
種数

4690 本 2239 本 600 本 1302 本 132 本 609 本 598 本

メモ

・詳細は不明だが、
タナ湖北および東
の地域の小中学校、
マーケットを中心
に活動が行われた。

・このトリップ中、
27 の天然痘患者を発
見し、ワクチン接種
を行なった。

・Tegeda Woreda 地
方の 2 回目のトリップ
で、1 回目の訪問で天
然痘の症例が確認され
た地域の状況を確認す
ることを目的とした。 

・前回のトリップで発
見した患者の回復は順
調で、その他の新規の
患者は確認されなかっ
たことから、前回のト
リップで木村チームが
実施したワクチン接種
が効果を発揮したので
はないかと考えられた 

・水疱瘡だったのに、
天然痘と信じている患
者の例があった。

・Tegeda Woreda 地
方の 3 回目のトリッ
プで、このトリップで
もいくつかのマーケッ
トで聞き込みを行った
が、新規の天然痘患者
報告は見つからなかっ
た。 

・報告があった過去の
アウトブレイクは、人
工天然痘種痘法によっ
て発生したものもあっ
た。 

・木村チームはこの 3
回目のトリップでこの
地域は天然痘の発生が
終息したと判断し次の
エリアに移った。

・村々のリストはある
が、対応する地図はな
し。 

・このトリップでは、
天然痘患者は見つから
なかった。一方で、水
疱瘡の症例が多かった
ことが記録されている 

・Humera の保健セン
ターでも、天然痘患者
の報告を受け訪問する
も、実際は水疱瘡だっ
た。

・マーケットなどでの聞き
込みにより、患者の情報を
得てアウトブレイクを発見
し、ワクチン接種を行なっ
た様子が記録されている。 

・訪問した村で人工天然痘
種痘法の習慣があったこと
も記録されている。 

・雨季が始まったため、天
候の悪化により予定を変更
せざるを得なかったことが
記録されている。

・記録から、雨季
の真っ只中で悪天
候に悩まされたこ
と、同僚のワクシ
ネーターとの仲違
い、自身の体調の
悪化と、最も過酷
なトリップであっ
たことが伺える。 

・このエリアはメ
インロードから離
れた山岳エリア
だった。 

・このトリップの
途中で、体調の悪
化（赤痢）のため、
拠点の ADI ARKAI
へ引き上げた。

記録

・旅程を記したメモ
と簡易の地図（日
付と訪問地、ワク
チン接種数が記録
されている）2 枚

・手帳一冊に簡単な
行程と発見した症例
数、ワクチン接種数
が記録されていた。

・地図 2 枚。対応す
る村リスト他 6 枚。

（トリップ 2-2、2-3
と共通）

・地図 1 枚、対応する
村リスト 3 枚 

・地図 2 枚、対応する
村リスト他 6 枚（ト
リップ 2-1、2-3 と共通）

・地図 2 枚、対応する
村リスト他 6 枚（ト
リップ 2-1、2-2 と共通） 

・DAILY WORK 
SUMMARY 4 枚 

・MONTHLY SUMMARY 
2 枚

・村リスト他４枚（地
図は見つからず） 

・DAILY WORK 
SUMMARY 2 枚 

・MONTHLY 
SUMMARY 3 枚

・地図 3 枚、対応する村リ
スト 4 枚 

・DAILY WORK SUMMARY 
7 枚 

・MONTHLY SUMMARY 8
枚 

・HOUSE HOLD 
SURVEILLANCE RECORD 16
枚（訪問した世帯のメン
バーの情報が記録されてい
る。）

・地図 2 枚 
・DAILY WORK 
SUMMARY 1 枚 

・MONTHLY 
SUMMARY3 枚 +1 

・HOUSE HOLD 
SURVEILLANCE 
RECORD 3 枚

患
者
さ
が
し

　

患
者
探
索
は
、
主
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

教
会
、
旅
の
途
中
で
見
か
け
た
通
り
す

が
り
の
人
へ
W
H
O
が
用
意
し
た
天

然
痘
患
者
の
カ
ラ
ー
写
真
が
掲
載
さ
れ

た
カ
ー
ド
を
見
せ
な
が
ら
の
聞
き
込
み

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
木
村
氏
は
そ

の
際
、「
こ
の
辺
に
天
然
痘
は
あ
り
ま

せ
ん
か
、
こ
ん
な
写
真
の
患
者
を
み
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
い
っ
た
質

問
に
加
え
、「
今
年
に
入
っ
て
か
ら
」「
半

年
前
か
ら
今
ま
で
の
間
に
」
と
い
う
よ

う
に
、
期
間
を
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
実
感
し
、
意
識
し
て
加
え
て
い

た
と
記
録
し
て
い
る
。
し
か
し
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
情
報
が
得
ら
れ
な
い
場
合
も

あ
っ
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
木
村
氏
は

事
前
に
聞
き
込
み
な
ど
か
ら
把
握
し
た

詳
細
な
村
の
分
布
図
を
用
意
し
た
、
ア

ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
の
情
報
が
得
ら
れ
な
い

捜
し
回
る
日
々
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トリップ 2 の中心となる地図。トリップ 2-1（緑点線）は左端にある Dabat からスタートし、途中
6 頁の地図へと足を進めた後、最終的に 9 頁右下の Adi Ramets へ抜けたことがこの地図から読み
取れる。赤い丸はマーケットの位置を記している。中央上部に見える Keraker はトリップ２の活動
で拠点となった町であり、ここから各地のマーケットに足を延ばしてワクチン接種を行っている。
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山
岳
地
域
で
の
探
検
を
始
め
た
ば
か

り
の
頃
、
木
村
氏
が
ア
デ
ィ
・
ロ
メ
ッ

ツ
の
町
で
目
に
し
た
も
の
が
、
こ
れ
で

あ
る
。
辺
り
で
家
畜
が
草
を
食
む
、
周

囲
の
雰
囲
気
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
金

属
の
塊
は
、す
で
に
全
体
が
さ
び
付
き
、

樹
木
も
生
い
茂
っ
て
い
る
。
一
九
七
三

年
十
一
月
二
十
一
日
に
撮
影
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
写
真
で
あ
る
。

　
当
初
、
木
村
氏
が
こ
れ
を
蒸
気
機

関
車
だ
と
思
っ
た
の
も
無
理
は
な
い

が
、
ア
ム
ハ
ラ
の
山
岳
地
帯
に
鉄
道
路

線
は
な
い
。
三
宅
理
一
氏
、
田
中
利
和

氏
、
藤
原
辰
史
氏
か
ら
の
情
報
提
供
に

基
づ
い
て
調
査
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
ど

う
や
ら
こ
れ
が
、
可
搬
用
蒸
気
機
関

（Portable Steam
 Engine

）
で
あ

り
、
イ
ギ
リ
ス
の
ガ
レ
ッ
ト
＆
サ
ン
社

の
製
品
で
あ
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。

製
造
時
期
は
不
明
だ
が
、
一
九
世
紀
末

か
ら
二
〇
世
紀
半
ば
ま
で
の
い
ず
れ
か

の
期
間
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
は
機
関
車
で
は
な
い
の
で
自
走

で
き
な
い
。
地
面
に
接
し
て
い
る
四
つ

の
車
輪
は
あ
く
ま
で
も
移
動
の
た
め
の

も
の
で
あ
る
。
自
動
車
か
、
あ
る
い
は

家
畜
に
引
か
せ
て
持
ち
込
ん
だ
の

だ
ろ
う
。
上
部
に
あ
る
輪
が
回
転

し
、
そ
の
動
力
を
ベ
ル
ト
で
外
部

に
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
脱
穀
機

な
ど
を
動
作
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　
分
か
ら
な
い
の
は
、
い
つ
、
誰

が
、
何
の
目
的
で
こ
れ
を
持
ち
込

ん
だ
の
か
で
あ
る
。
木
村
氏
の
記

憶
に
よ
れ
ば
、
ア
デ
ィ
・
ロ
メ
ッ

ツ
の
近
く
に
「
カ
ン
ポ
・
メ
ダ
」

と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
っ
た
と
言

う
か
ら
、
あ
る
い
は
イ
タ
リ
ア
軍

が
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
の
た

め
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
か
も
し
れ

な
い
。
　

ア
デ
ィ
・
ロ
メ
ッ
ツ
の
蒸
気
機
関

場
合
で
も
自
ら
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
内
部
に

入
り
、
村
の
名
前
を
読
み
上
げ
て
目
当

て
の
村
の
人
を
探
し
た
。こ
の
よ
う
に
、

能
動
的
な
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
を
意
識

し
て
患
者
の
探
索
を
行
っ
た
と
い
う
。

報
告
が
出
て
こ
な
い
村
が
あ
れ
ば
、
さ

ら
に
そ
の
村
の
人
を
探
す
こ
と
を
試
み

た
が
、
そ
う
し
た
地
域
で
は
「
こ
う
い

う
病
気
を
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
は
な
い

か
」
と
い
っ
た
よ
う
に
質
問
方
法
を
変

え
て
み
た
と
い
う
。

　

症
例
の
あ
る
な
し
の
基
準
は
木
村
氏

の
勘
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
際
、
各
報
告
の
信
頼
性

と
、
各
村
の
大
き
さ
や
家
の
分
布
に
留

意
し
て
い
た
と
い
う
。
特
に
信
頼
性
の

あ
る
レ
ポ
ー
ト
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

に
は
、「
あ
な
た
は
最
近
あ
の
村
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」「
あ
な
た
の

友
人
が
あ
の
村
に
い
ま
す
か
。
よ
く
行

き
来
し
ま
す
か
」「
あ
の
村
の
村
長
（
チ

カ
）
の
名
前
は
何
で
す
か
」「
家
を
知
っ

て
い
ま
す
か
。
チ
カ
の
家
に
は
犬
が
い

ま
す
か
」と
い
っ
た
質
問
を
し
な
が
ら
、

住
民
の
顔
色
や
反
応
を
観
察
し
て
い
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ト
リ
ッ
プ
の
途
中
、
あ
ら
ゆ
る
場
所

で
旅
行
者
、
商
人
、
誰
で
も
、
ど
こ
か

ら
来
た
か
、
天
然
痘
患
者
を
見
た
こ
と

や
聞
い
た
こ
と
は
な
い
か
等
の
質
問
を

行
っ
て
い
た
が
、
木
村
氏
は
「
こ
う
し

た
道
す
か
ら
の
活
動
が
不
思
議
な
く
ら

い
有
力
」
だ
っ
だ
と
記
録
し
て
い
た
。

実
際
に
木
村
氏
が
得
た
ほ
と
ん
ど
の
ア

ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
地
情
報
は
通
行
人
か
ら

得
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
子

供
へ
の
聞
き
込
み
も
有
益
で
、
あ
る
程

度
話
の
わ
か
る
く
ら
い
の
年
齢
の
子
供

に
は
、「
友
達
で
誰
か
病
気
で
寝
込
ん

で
は
い
る
人
は
い
な
い
か
」
と
い
っ
た

質
問
を
し
て
情
報
収
集
を
行
っ
て
い

た
。

　

さ
ら
に
具
体
的
な
患
者
探
索
と
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
動
き
を
、
ト
リ
ッ
プ
4
の

事
例
か
ら
見
て
み
よ
う
。
一
九
七
四
年

四
月
三
〇
日
、
木
村
氏
チ
ー
ム
は
こ
の

日
も
朝
か
ら
天
然
痘
の
患
者
の
情
報

を
集
め
る
た
め
に
、
チ
ュ
ー
ズ
デ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
火
曜
市
）
で
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
来
て
い
る
住
民
へ
聞
き
込

み
を
行
っ
た
。
こ
の
日
は
地
区
の
有

力
者
（「Governer

」）
に
協
力
を
仰

ぎ
、
こ
れ
が
う
ま
く
作
用
し
た
。
木
村

氏
が
村
の
リ
ス
ト
を
読
み
上
げ
る
と
、

有
力
者
の
部
下
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
奥
に

行
き
、
木
村
氏
が
読
み
上
げ
た
村
の
住

民
を
探
し
出
し
て
き
た
。
有
力
者
の
協

力
は
こ
の
時
の
み
な
ら
ず
、
住
民
の
協

力
を
仰
ぎ
や
す
く
、
短
時
間
で
比
較
的

信
頼
で
き
る
情
報
を
得
る
の
に
有
効
な

手
段
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
住
民
か

らKorench

地
区
、Keba T/H

地
区
、 

Abi Arb

地
区
と
い
う
３
つ
の
地
区
で

の
天
然
痘
の
患
者
発
生
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
な
お
、
こ
の
時
、
木
村

チ
ー
ム
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
九
三
本
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
行
っ
て
い
る
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
得
た
情
報
を
元
に
、

チ
ー
ム
は
同
日
中
に
徒
歩
で
２
時
間
程

に
位
置
す
るKorench

村
へ
向
か
っ

た
。
村
に
到
着
す
る
と
す
ぐ
に
、
一
世

帯
か
ら
三
人
の
天
然
痘
患
者
を
発
見
し

た
。
翌
日
に
は
別
の
世
帯
か
ら
九
人
の

患
者
を
発
見
し
、
こ
の
村
で
は
子
供

六
三
人
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
っ
た
こ

と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
感
染
ル
ー
ト

は
は
っ
き
り
と
は
判
明
し
な
か
っ
た
も

の
の
、木
村
氏
ら
は
住
民
か
ら
二
、三
ヶ

トリップ 4、1974 年 5 月 21 日に、 Ghiften Arba Etuersa 地域で
の種痘の様子。この地域ではこの日 56 本の接種を行った。

月
前
にLai Negela m

.w.

のDaba 
T/H

地
区
で
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
が
あ
っ

た
と
い
う
情
報
を
得
た
。　

　

続
い
て
五
時
間
程
か
け
てKeba T/

H

地
区
に
向
か
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
天

然
痘
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
は
見
つ
か
ら

ず
、
天
然
痘
と
思
わ
れ
て
い
た
も
の

は
、
水
疱
瘡
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し

た
。
続
い
て
訪
問
し
たAbi Arb

地
区

W
eldeye

村（
村
の
規
模
は
十
五
軒
程
）

で
は
、
十
一
名
の
天
然
痘
患
者
を
発
見

し
、
子
供
二
十
五
名
に
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
行
っ
た
。
な
お
、
こ
の
村
で
は
、

十
一
症
例
中
六
症
例
が
人
工
天
然
痘
接

種
法
（variolation

、
十
三
頁
参
照
）

と
呼
ば
れ
る
伝
統
的
な
天
然
痘
予
防
法

に
よ
る
発
症
だ
っ
た
。
感
染
ル
ー
ト

と
し
て
挙
が
っ
た
同
地
区
のM

argeja

村
を
訪
問
し
た
が
新
規
の
患
者
は
い
な

か
っ
た
。

　

そ
の
後
続
く
ト
リ
ッ
プ4-2

で
は
、

W
eldeye

村
の
感
染
ル
ー
ト
と
し
て

疑
い
の
あ
っ
たGhiften

地
区
を
訪
問

し
、
新
規
患
者
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た

も
の
の
、
五
十
六
人
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
実
施
し
た
（
前
項
写
真
）。
続
く

五
月
二
十
四
日
に
訪
問
し
たSam

ho 
Kuskum

a

地
区
とAkashia M

ariam

地
区
で
は
、
天
然
痘
患
者
は
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
も
の
の
、
住
民
か
ら
の
リ
ク

エ
ス
ト
に
基
づ
い
て
合
計
一
〇
五
本
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
っ
て
い
る
。
天
然

痘
封
じ
込
め
作
戦
は
こ
の
よ
う
に
、
天

然
痘
患
者
の
探
索
と
い
う
サ
ー
ベ
イ
ラ

ン
ス
と
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
天
然
痘
患

者
の
周
囲
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
徹
底

と
い
う
形
で
行
わ
れ
て
い
た
。

　

木
村
氏
に
と
っ
て
最
後
の
探
索
と

な
っ
た
ト
リ
ッ
プ
５
で
は
、
旅
の
僧
侶

が
感
染
を
広
め
て
い
る
事
例
が
発
見
さ

れ
た
。
手
記
に
は
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

　「
六
月
十
八
日
、
朝
六
時
三
十
分
発
。

十
時
三
十
分
、
ラ
モ
と
言
う
部
落
に
到

着
。
天
然
痘
患
者
を
多
数
発
見
す
る
。

若
い
女
性
の
一
人
は
、
片
眼
失
明
し
て

い
た
。
他
眼
も
あ
ぶ
な
い
。
家
族
調
査

を
し
、
感
染
源
を
聞
き
出
す
。
十
日
ほ

ど
前
に
、
天
然
痘
の
発
疹
を
持
っ
た
旅

人
を
家
に
泊
め
た
と
言
う
。
旅
人
は
、

セ
メ
ン
の
奥
地
か
ら
出
て
き
た
僧
侶
で

あ
っ
た
。
彼
の
部
落
ま
で
出
か
け
、
流

行
状
態
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」（
木
村
一
九
七
七
）

悪
天
候
と
の
戦
い

　

木
村
氏
た
ち
が
訪
問
し
た
地
域
は
、

山
岳
地
帯
の
ア
ク
セ
ス
が
難
し
い
地
域

だ
っ
た
が
、
と
く
に
雨
季
に
は
天
候
に

悩
ま
さ
れ
、
行
程
の
変
更
も
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
た
。
次
に
紹
介
す
る
の
は
、

そ
ん
な
様
子
が
伺
え
る
ト
リ
ッ
プ
5
の

手
記
の
一
部
で
あ
る
。

　
「（
六
月
十
九
日
）
こ
の
日
の
午
後
、

川
を
隔
て
た
コ
ア
ギ
オ
ル
ギ
ス
と
い
う

部
落
で
調
査
を
し
て
い
る
途
中
、
突

然
、
雹
交
じ
り
の
大
ス
コ
ー
ル
に
襲
わ

れ
た
。
山
道
は
た
ち
ま
ち
滝
の
よ
う
に

な
り
、
川
は
増
水
し
て
茶
色
の
濁
流
が

渦
を
巻
く
。
す
ご
い
雷
。
私
は
、
こ
の

時
以
上
の
豪
雨
を
経
験
し
た
こ
と
が
無

い
。
雨
の
中
で
仲
間
を
ほ
と
ん
ど
見
失

う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
村
人
に
今
の
う

ち
川
を
渡
ら
な
い
と
、
向
こ
う
岸
に
戻

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
、
心

臓
が
ブ
チ
破
れ
る
思
い
で
濁
流
に
入
っ

た
。
私
を
中
央
に
３
人
が
手
を
つ
な

ぎ
、
じ
り
っ
じ
り
っ
と
川
の
中
央
に
踏

み
出
し
て
い
く
。
水
面
を
見
な
い
で
向

こ
う
岸
だ
け
を
じ
っ
と
見
て
お
け
、
と

大
声
で
注
意
さ
れ
た
。
後
は
必
死
。
衣

類
は
も
ち
ろ
ん
、
調
査
用
紙
も
お
金
も

び
し
ょ
び
し
ょ
。
帰
り
つ
い
た
ら
テ
ン

ト
も
水
浸
し
で
あ
っ
た
。
寒
い
。
食
う

も
の
無
し
。
夜
、
雷
雨
の
お
さ
ま
っ
た

頃
、
テ
ン
ト
の
近
く
の
家
か
ら
イ
ン
ジ

エ
ラ
一
枚
と
牛
乳
が
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
に
一

杯
差
し
入
れ
ら
れ
た
。
あ
あ
神
様
、
あ

り
が
と
う
。も
う
心
身
と
も
疲
れ
果
て
、

翌
日
は
休
養
日
と
し
た
。
寝
袋
を
テ
ン

ト
に
掛
け
、
調
査
票
を
一
枚
一
枚
草
の

上
に
ひ
ろ
げ
て
乾
か
し
た
。
午
後
ま
た

雷
雨
。
打
ち
ひ
し
が
れ
た
感
じ
。」

　

ま
た
、
そ
れ
か
ら
五
日
後
、
体
調
不

良
の
た
め
拠
点
地
へ
引
き
返
す
こ
と
を

決
め
た
後
に
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

書
き
残
し
て
い
る
。

　「
六
月
二
十
四
日
、
朝
八
時
、
ふ
ら

ふ
ら
と
出
発
し
た
。
村
の
裏
手
か
ら
、

道
は
断
崖
絶
壁
を
一
直
線
に
谷
底
ま
で

下
っ
て
い
る
。
高
所
恐
怖
症
な
ら
す
ぐ

に
腰
を
抜
か
す
だ
ろ
う
。
案
内
人
に
つ

い
て
慎
重
に
下
降
す
る
。
エ
チ
オ
ピ
ア

で
感
心
す
る
こ
と
は
、
よ
く
も
こ
ん
な

絶
壁
に
う
ま
く
道
を
作
っ
て
あ
る
と
い

う
こ
と
。
一
歩
足
を
踏
み
外
し
た
ら
オ

ダ
ブ
ツ
と
い
う
所
に
、
ち
ゃ
ん
と
道
が

で
き
て
い
る
。（
中
略
）
３
時
間
ほ
ど

下
降
し
て
難
路
が
過
ぎ
た
。

　
難
路
の
次
は
水
攻
め
で
あ
っ
た
。
道

は
谷
底
の
流
れ
に
沿
っ
て
右
岸
か
ら
左

岸
、
左
岸
か
ら
右
岸
へ
と
細
々
と
続
い

て
い
た
。
川
が
増
水
す
れ
ば
、
道
は
す

ぐ
に
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
乾
期
、
水

量
の
少
な
い
時
に
利
用
さ
れ
る
も
の
だ

か
ら
、雨
期
に
入
っ
た
ら
も
う
危
な
い
。

熱
も
腹
痛
も
下
痢
も
全
く
忘
れ
て
し
ま

う
様
な
恐
怖
の
連
続
が
始
ま
っ
た
。
茶

色
の
濁
流
を
繰
り
返
し
徒
渉
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）途
中
か
ら
突
然
、

雷
を
伴
っ
た
ス
コ
ー
ル
に
襲
わ
れ
、
川

は
急
に
水
か
さ
を
増
し
て
き
た
。
鉄
砲

水
が
恐
ろ
し
い
。
す
こ
し
で
も
早
く
谷

か
ら
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
つ
し

か
必
死
で
走
り
出
し
て
い
た
。
案
内
人

は
主
人
で
あ
る
私
を
お
い
て
先
に
走
り

去
っ
て
し
ま
っ
た
。
ど
の
く
ら
い
走
っ

た
ろ
う
か
。
道
が
次
第
に
右
岸
の
山
腹

を
登
り
始
め
、
水
の
恐
怖
か
ら
逃
れ
た

と
思
っ
た
時
、
私
も
も
う
坐
り
込
ん
で

し
ま
っ
た
。
我
々
の
通
っ
た
す
ぐ
後
、

現
地
人
二
名
が
流
さ
れ
て
死
亡
し
た
。」

（
木
村　

一
九
七
七
）

伝統的な種痘法（Variolation）によって人工的に種痘された跡。
手首に傷を付けて、そこに患者の瘡蓋や膿などをこすりつける。
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か
つ
て
日
本
で
は
、
天
然
痘
が
流
行
し

た
時
に
、
痘
瘡
か
ら
患
者
を
守
る
た
め
に

痘
瘡
神
の
お
札
を
家
の
前
に
貼
っ
た
り
、

痘
瘡
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
神
社
に
祈
願
し

て
、
痘
瘡
か
ら
身
を
守
る
と
い
っ
た
習
慣

が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
習
慣
は
、
世
界
各

地
で
も
見
ら
れ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
も
例
外
で

は
な
か
っ
た
。

　

木
村
氏
か
ら
引
き
継
い
だ
資
料
の
中
に

は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
で
の
天
然
痘
に
関
す
る

土
着
の
習
慣
を
記
述
し
て
い
る
手
書
き
の

原
稿
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　 

「
天
然
痘
様
」 

エ
チ
オ
ピ
ア
に
は
、
バ
リ
オ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
関
係
し
た
様
々
な
興
味
深
い
迷
信
が

残
っ
て
い
る
。
ま
た
ダ
ン
ス
、
祈
り
、
歌

な
ど
で
バ
リ
オ
レ
ー
シ
ョ
ン
後
、
経
過
が

順
調
で
あ
る
よ
う
に
「
天
然
痘
様
」
に

お
願
い
す
る
こ
と
も
各
地
で
行
わ
れ
て
い

る
。
人
間
自
ら
が
健
康
な
人
々—

多
く

は
自
分
の
子
供
達—

に
病
気
を
う
え
つ
け

る
と
い
う
特
殊
な
行
為
の
故
に
、
少
し
で

も
「
天
然
痘
様
」
が
機
嫌
を
そ
こ
ね
な
い

よ
う
に
と
い
う
願
い
な
の
で
あ
ろ
う
。
前

述
の
ご
と
く
エ
チ
オ
ピ
ア
の
天
然
痘
は

variola m
inor

（
筆
者
注
・
小
痘
症
）

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
死
亡
率
が
低
い
の

で
人
々
は
こ
れ
を
恐
ろ
し
い
病
気
と
は
考

え
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
今
な
お

様
々
な
迷
信
が
残
り
続
け
て
い
る
の
は
、

こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　
バ
リ
オ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
子
供
は
、

発
症
し
て
か
ら
痂
皮
が
落
ち
る
ま
で
部
屋

の
隅
に
「
隔
離
」
さ
れ
る
。
こ
の
間
、
家

族
は
日
に
三
度
コ
ー
ヒ
ー
を
沸
し
て
「
天

然
痘
様
」
を
も
て
な
す
。
こ
の
際
、
コ
ー

ヒ
ー
を
沸
か
す
た
め
に
使
用
し
て
い
た
炭

と
そ
の
灰
の
一
部
を
、
特
別
な
土
の
壺

に
保
存
し
て
お
く
。
ま
た
、「
天
然
痘
様
」

が
お
住
み
に
な
る
と
決
め
ら
れ
た
小
さ

な
わ
ら
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
は
、
家
族
が
何

か
を
食
べ
る
時
に
は
必
ず
、
そ
の
一
部
が

供
え
ら
れ
る
。
こ
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
中
に

は
、
イ
ン
ジ
ェ
ラ
（
エ
チ
オ
ピ
ア
人
の
主

食
、
一
種
の
パ
ン
）、
ダ
ボ
（
エ
チ
オ
ピ

ア
の
パ
ン
）、ウ
ズ
ラ
豆
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

バ
タ
ー
・
チ
ー
ズ
を
入
れ
る
小
さ
な
陶
器
、

バ
リ
オ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
使
っ
て
い
た
包
帯

な
ど
多
数
の
も
の
が
は
い
っ
て
い
る
。
前

記
の
保
存
膿
（
下
欄
参
照
）
も
こ
の
種
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
中
央
に
安
置
さ
れ
「
天
然

痘
様
」
の
御
本
尊
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
る
。
患
者
が
回
復
し
た
後
も
、
家
族
の

誰
か
が
夢
の
中
で
「
天
然
痘
様
」
に
「
私

を
ど
の
場
所
に
捨
て
よ
」
と
お
告
げ
が
与

え
ら
れ
る
ま
で
、
彼
等
は
炭
、
灰
の
入
っ

た
壺
と
食
物
の
入
っ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
大

切
に
と
っ
て
お
く
。
こ
の
御
告
げ
を
賜
っ

た
後
、
家
族
は
指
定
さ
れ
た
場
所
に
集
ま

り
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
で
「
天
然
痘
様
」
を

見
送
る
こ
と
と
な
る
。（
木
村
氏
手
書
き

の
原
稿
よ
り
）

　

こ
の
「
天
然
痘
様
」
の
写
真
も
数
枚
残

さ
れ
て
い
た
。
木
村
氏
が
訪
れ
た
エ
リ
ア

に
は
、
バ
リ
オ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
、
人

工
種
痘
に
よ
り
わ
ざ
と
天
然
痘
に
か
か
ら

せ
、
免
疫
を
つ
け
さ
せ
る
伝
統
的
な
や
り

方
が
残
っ
て
い
た
。「
天
然
痘
様
」
の
よ

う
な
信
仰
は
、
バ
リ
オ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
関

連
が
み
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
当
時

の
原
稿
は
指
摘
し
て
い
る
。
実
際
は
定
か

で
は
な
い
が
、
ま
っ
た
く
関
連
し
て
い
な

い
、
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

Variolation （
人
工
種
痘
）

　　
木
村
氏
が
周
っ
た
地
域
に
は
「
人
工
天
然
痘
種

痘
法
」
と
い
う
、
天
然
痘
予
防
を
目
的
と
し
た
伝

統
的
な
予
防
法
が
残
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
天
然
痘

の
膿
な
ど
を
未
罹
患
者
（
通
常
は
子
ど
も
）
の
皮

膚
に
塗
り
、
そ
の
部
位
に
傷
を
つ
け
て
わ
ざ
と
天

然
痘
に
感
染
さ
せ
、
免
疫
を
つ
け
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
木
村
氏
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
エ
チ
オ
ピ

ア
の
場
合
、
左
手
首
よ
り
一
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
上
の

部
分
の
皮
膚
を
刃
物
で
小
さ
く
傷
つ
け
、
そ
こ
に

天
然
痘
患
者
か
ら
ア
カ
シ
ア
の
棘
な
ど
を
用
い
て

直
接
採
取
し
た
膿
を
擦
り
込
ん
で
包
帯
で
巻
き
つ

け
て
お
く
と
い
う
方
法
だ
っ
た
。
患
者
か
ら
得
た

膿
を
小
さ
な
ガ
ラ
ス
瓶
に
香
料
、
バ
タ
ー
、
は
ち

み
つ
な
ど
と
混
ぜ
て
保
存
し
て
お
き
、
近
所
の
希

望
者
に
人
工
種
痘
し
て
い
た
と
い
う
例
も
あ
っ
た

と
い
う
。

　
エ
チ
オ
ピ
ア
保
健
省
と
W
H
O
の
レ
ポ
ー
ト
で

も
、
木
村
氏
が
担
当
し
て
い
た
ゴ
ン
ダ
ー
ル
州
で

は
人
工
種
痘
法
の
実
施
率
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。

ゴ
ン
ダ
ー
ル
州
に
お
け
る
人
工
種
痘
法
実
施
率
は

一
九
七
一
年
に
約
七
五
%
、
七
三
年
に
約
九
％

だ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
方
法
で
天
然
痘
に
感
染
し
た
と
思
わ
れ
る

患
者
は
、
自
然
に
天
然
痘
に
罹
っ
た
場
合
と
比
較

す
る
と
、
潜
伏
期
間
が
短
い
だ
け
で
な
く
、
症
状

も
軽
く
、
経
過
も
短
く
済
む
場
合
が
多
い
と
言
わ

れ
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
は
時
に
水
痘
（
水
ぼ
う
そ

う
）と
紛
ら
わ
し
く
、診
断
が
困
難
な
場
合
も
多
い
。

ま
た
、
人
工
種
痘
法
に
よ
っ
て
感
染
し
た
患
者
か

ら
も
感
染
が
広
が
る
こ
と
に
な
り
、
い
く
つ
か
の

ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
の
原
因
は
こ
れ
に
起
因
す
る
も

の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
習

慣
が
あ
る
地
域
で
は
、
住
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ

の
抵
抗
も
強
か
っ
た
よ
う
だ
。
木
村
氏
の
記
憶
で

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
拒
否
し
て
も
子
供
に
は
受
け

さ
せ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
い
う
。

木
村
英
作
、
酒
場
で
語
る

木
村
英
作
、
酒
場
で
語
る

最
初
に
覚
え
た
ア
ム
ハ
ラ
語

　

エ
チ
オ
ピ
ア
に
い
た
頃
は
エ
チ
オ
ピ

ア
の
言
葉
も
、
買
い
物
し
た
り
す
る
に

は
あ
ま
り
不
自
由
な
い
く
ら
い
喋
っ
て

た
ん
だ
け
ど
、
今
は
ほ
と
ん
ど
ダ
メ
だ

ね
。
着
い
た
そ
の
日
に
熱
研
（
長
崎
大

学
熱
帯
医
学
研
究
所
）
の
先
輩
だ
っ
た

ウ
イ
ル
ス
学
の
牧
野
（
芳
大
、
後
の
大

分
大
学
教
授
）
さ
ん
が
い
て
、
彼
か
ら

「
エ
チ
オ
ピ
ア
語
覚
え
て
い
な
い
と
田

舎
で
や
っ
て
い
け
な
い
ぞ
」
と
言
わ
れ

て
。
そ
の
場
で
す
ぐ
に
「
こ
れ
だ
け
覚

え
ろ
」
っ
て
言
わ
れ
た
の
が
、
た
と
え

ば
「
シ
ュ
ン
ト
ベ
ッ
ト
・
イ
ェ
ッ
ト
ノ

ウ（
ト
イ
レ
ど
こ
で
す
か
？
）」と
か「
ム

グ
ブ
・
イ
フ
ァ
レ
ガ
ロ
ウ
（
ご
飯
食
べ

た
い
）」。
そ
う
い
う
の
を
今
す
ぐ
覚
え

ろ
っ
て
言
わ
れ
て
ね
。
だ
か
ら
、
か
な

り
必
死
に
覚
え
た
よ
ね
。

　

現
地
ス
タ
ッ
フ
は
英
語
話
せ
る
よ
う

な
人
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
ガ
イ
ド
も
い

る
し
。
た
だ
、
い
つ
も
通
訳
が
そ
ば
に

い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、
あ
の
世
界
、

ト
イ
レ
は
な
い
で
し
ょ
、
朝
に
な
る
と

み
ん
な
で
そ
こ
ら
の
ブ
ッ
シ
ュ
に
行
っ

て
用
を
た
す
ん
だ
け
ど
、
現
地
の
言
葉

が
喋
れ
な
い
と
全
く
ど
う
し
よ
う
も
な

か
っ
た
。
お
前
は
英
語
で
き
な
い
じ
ゃ

な
い
か
っ
て
言
わ
れ
る
と
反
感
を
も
っ

た
り
し
た
け
れ
ど
、
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
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あ
る
し
ば
ら
く
の
期
間
、
ア
メ
リ
カ

の
ピ
ー
ス
コ
ー
と
日
本
の
協
力
隊
と

で
、
天
然
痘
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て

く
れ
た
ん
だ
。

　

俺
は
熱
研
に
い
た
時
（
一
九
七
〇
年

代
初
頭
）
に
ア
フ
リ
カ
に
行
き
た
い
っ

て
訴
え
た
ら
、
熱
研
の
内
科
の
一
番
偉

い
人
が
「
こ
ん
な
話
が
あ
る
ん
だ
け

ど
」
っ
て
こ
の
天
然
痘
の
話
を
持
っ
て

き
て
く
れ
た
の
。
俺
は
行
き
た
い
か

ら
も
う
す
ぐ
に
オ
ー
ケ
ー
っ
て
。
で
、

エ
チ
オ
ピ
ア
に
着
い
て
か
ら
す
ぐ
に

W
H
O
の
事
務
所
に
行
っ
た
ら
、
ワ

イ
タ
ラ
（Kurt W

eithaler

）
さ
ん
っ

て
言
っ
た
か
な
、
そ
こ
の
親
玉
に
呼
ば

れ
て
、「
あ
な
た
は
W
H
O
が
日
本
政

府
に
依
頼
し
た
資
格
を
ま
っ
た
く
ク
リ

ア
し
て
な
い
」と
ハ
ッ
キ
リ
言
わ
れ
た
。

要
す
る
に
、
た
と
え
ば
公
衆
衛
生
を
何

年
間
や
っ
た
と
か
、
医
者
で
ど
ん
な
こ

と
を
や
っ
た
人
と
か
、
い
ろ
い
ろ
条
件

い
た
ん
だ
。

　

あ
る
村
へ
天
然
痘
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
行
っ
た
と
き
、
誰
か
が
「
麻
疹
に
も

効
く
の
か
」
っ
て
質
問
を
さ
れ
た
ら

し
い
。
で
、「
麻
疹
は
関
係
な
い
」
っ

て
誰
か
が
喋
っ
た
ら
、「
ほ
ん
じ
ゃ
要

ら
な
い
」
っ
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
人
が

い
た
っ
て
い
う
。
そ
れ
は
ね
、
ち
ゃ
ん

と
覚
え
て
い
ま
す
よ
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

や
っ
て
た
の
に
、
途
中
か
ら
人
が
ぞ
ろ

ぞ
ろ
帰
り
だ
し
て
、「
一
体
何
、
ど
う

し
た
の
こ
れ
は
」
っ
て
。
い
ろ
い
ろ
聞

い
た
ら
ワ
ク
チ
ン
が
効
く
と
思
っ
て
来

た
人
た
ち
が
、「
麻
疹
に
効
か
な
い
ん

じ
ゃ
要
ら
な
い
」
っ
て
。

（
本
当
の
ニ
ー
ズ
は
麻
疹
だ
っ
た
ん
で
す
ね
）

　

う
ん
、麻
疹
は
ね
、死
ぬ
ん
だ
っ

て
、
本
当
に
。
俺
も
経
験
あ
る
け

ど
麻
疹
が
流
行
っ
て
て
暫
く
し
て

行
っ
て
み
た
ら
、
子
供
の
数
が
か

な
り
減
っ
て
い
て
…
…

（
あ
る
短
期
間
に
ば
た
ば
た
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
ん
で
す
か
？
）

　

う
ん
、そ
う
そ
う
、死
ん
じ
ゃ
っ

た
。
死
亡
率
が
す
ご
く
高
い
ん

だ
。
じ
つ
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
天

然
痘
は
死
な
な
い
の
。
死
亡
率
も

数
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
。
だ
か
ら
現

こ
は
ね
、
三
〇
〇
〇
メ
ー
タ
ー
の
高
さ

で
、
あ
る
程
度
飢
饉
の
時
も
干
魃
の
時

も
水
が
あ
る
の
。
た
だ
水
が
（
た
く
さ

ん
）
流
れ
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
で
、

溜
ま
る
の
を
待
っ
て
小
さ
な
瓶
に
入
れ

て
持
っ
て
帰
る
の
。
た
だ
、
大
人
の
女

性
た
ち
は
も
っ
と
大
き
な
瓶
を
背
負
っ

て
山
を
ず
ー
っ
と
何
時
間
も
く
だ
っ
て

ま
し
た
ね
。
重
労
働
で
す
よ
。
我
々
が

山
岳
部
で
や
っ
て
い
た
よ
う
な
感
じ

（
笑
）
水
汲
は
多
分
、
毎
日
じ
ゃ
な
い

と
思
う
ん
だ
け
ど
、
本
当
に
凄
ま
じ
い

生
活
だ
と
思
う
よ
ね
。

「
君
は
求
め
て
い
た
人
材
で
は
な
い
」

（
こ
れ
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
時
の
写
真
み
た
い
で
す
が
。）

　

そ
う
そ
う
、
こ
れ
が
デ
ク
ア
ド
ロ

ス
（Dr. Ciro de Quadros

）
だ
。
後

に
ア
メ
リ
カ
地
区
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に

な
っ
た
人
。
彼
は
そ
の
頃
に
は
ま
だ

下
っ
端
の
方
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
。
エ

チ
オ
ピ
ア
に
来
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
か

い
ろ
ん
な
こ
と
や
っ
て
た
ん
だ
よ
ね
。

行
っ
て
現
地
語
を
覚
え
な
き
ゃ
っ
て
言

わ
れ
る
と
案
外
素
直
に
（
笑
）。

一
九
七
三
年
の
エ
チ
オ
ピ
ア

　

当
時
の
エ
チ
オ
ピ
ア
に
は
物
乞
い
が

溢
れ
て
た
。
本
当
に
。
わ
ー
っ
て
、
ど

こ
行
っ
て
も
。
あ
の
頃
の
エ
チ
オ
ピ
ア

の
飢
饉
な
ん
て
の
は（
日
本
の
報
道
に
）

出
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
何

万
っ
て
い
う
単
位
の
人
が
死
ん
で
る
っ

て
、
確
か
W
H
O
の
人
が
言
っ
て
た

と
思
う
よ
。
飢
饉
の
と
こ
ろ
に
は
危
険

な
こ
と
も
あ
る
し
、
行
っ
て
は
い
け
な

い
っ
て
感
じ
に
な
っ
て
い
た
。

　

俺
の
働
い
て
い
た
と
こ
ろ
（
北
部
）

で
も
水
は
結
構
大
変
だ
っ
た
。
一
度
、

村
人
が
水
を
汲
み
に
行
く
っ
て
い
う
か

ら
一
緒
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
よ
。

山
を
何
時
間
か
降
り
て
、
そ
し
た
ら
川

が
、
谷
が
あ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
、
水
が

流
れ
て
な
く
っ
て
。
そ
こ
に
結
構
深
い

穴
が
掘
っ
て
あ
っ
て
、
そ
こ
に
入
っ
て

皆
さ
ん
が
、（
水
が
）
貯
ま
る
の
を
待
っ

て
、
そ
れ
を
大
き
な
瓶
（
か
め
）
に
貯

め
て
い
た
。
そ
し
て
村
の
皆
さ
ん
七
、

八
人
く
ら
い
の
瓶
が
全
部
一
杯
に
な
っ

た
ら
ま
た
山
登
っ
て
、
何
時
間
か
歩
い

て
戻
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。

　

女
の
子
が
小
さ
な
瓶
を
持
っ
て
る
写

真
の
が
あ
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
…
…
そ

が
あ
っ
た
の
に
、
俺
は
大
学
卒
業
し
た

ば
っ
か
し
で
そ
の
条
件
を
ま
る
で
ク

リ
ア
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
「
W
H
O

の
オ
フ
ィ
ス
で
我
々
と
一
緒
に
仕
事
を

す
る
資
格
は
ま
っ
た
く
な
い
」、
っ
て

言
わ
れ
た
の
。

　

そ
れ
で
で
き
る
こ
と
と
い
え
ば
、「
協

力
隊
と
一
緒
に
働
い
て
も
ら
う
し
か
な

い
」
と
言
わ
れ
た
の
よ
、
オ
フ
ィ
ス
に

行
っ
た
初
日
に
。
ア
メ
リ
カ
の
ピ
ー
ス

コ
ー
が
今
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
だ
か
ら
そ

れ
に
参
加
し
ろ
っ
て
。
そ
れ
ま
で
飛

行
機
に
も
乗
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

し
、
英
会
話
な
ん
か
一
切
や
っ
た
こ
と

な
か
っ
た
か
ら
ね
…
…
ま
あ
俺
か
ら
す

る
と
オ
フ
ィ
ス
で
働
く
よ
り
も
田
舎
で

仕
事
が
で
き
た
か
ら
、
本
当
ラ
ッ
キ
ー

だ
っ
た
ん
だ
け
ど
。
と
に
か
く
お
陰
様

で
、
オ
フ
ィ
ス
に
い
て
会
議
や
っ
て

時
々
視
察
に
田
舎
に
行
く
み
た
い
な
の

で
な
く
っ
て
、
朝
か
ら
晩
ま
で
フ
ィ
ー

ル
ド
で
や
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
、

す
ご
く
ハ
ッ
ピ
ー
だ
っ
た
ん
だ
。

　

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ク
ロ
コ

ダ
イ
ル
（
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
作
戦
、

一
九
七
四
〜
七
八
年
）
っ
て
あ
っ

た
で
し
ょ
？　

あ
れ
が
始
ま
る
と

き
エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
革
命
が
あ
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
人
や
ド
イ
ツ
人
は

結
構
危
険
な
状
況
だ
っ
た
の
。
で

も
日
本
人
は
襲
わ
れ
な
い
っ
て
こ
と

で
、
最
後
に
は
日
本
人
だ
け
が
残
っ
た

の
よ
。
そ
の
時
に
、
以
前
は
「
使
い
物

に
な
ら
な
い
」
っ
て
言
わ
れ
た
俺
の
と

こ
ろ
に
も
作
戦
へ
の
参
加
依
頼
が
来
た

ん
だ
。
俺
は
喜
ん
で
参
加
す
る
つ
も
り

だ
っ
た
け
れ
ど
、
で
も
そ
の
時
に
俺
は

病
気
に
な
っ
て
い
た
か
ら
。

デ
ク
ア
ド
ロ
ス
氏
の
回
想

　

デ
ク
ア
ド
ロ
ス
さ
ん
、
も
し
か
し
た

ら
俺
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
我
が
人
生

を
支
え
て
く
れ
た
人
か
も
し
れ
な
い
。

　

エ
チ
オ
ピ
ア
の
あ
と
、
何
年
か
し

て
「
サ
モ
ア
の
W
H
O
に
行
か
な

い
？
」
っ
て
誘
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た

ん
で
す
よ
。
た
だ
、
日
本
か
ら
の
候
補

者
が
ほ
か
に
も
何
人
か
い
て
、
な
か
に

は
東
大
の
お
医
者
さ
ん
が
い
た
の
。
そ

の
東
大
の
お
医
者
さ
ん
に
は
W
H
O

か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
あ
っ
た
ら
し

い
。
で
も
俺
の
と
こ
ろ
に
は
来
な
か
っ

た
。
俺
を
紹
介
し
て
く
れ
た
寄
生
虫
学

の
和
田
（
義
人
）
先
生
っ
て
い
う
教
授

が
そ
れ
を
聞
い
て
、「
木
村
く
ん
、
残

念
な
が
ら
多
分
ダ
メ
だ
と
思
う
よ
」
っ

て
。
俺
も
「
あ
あ
そ
う
で
す
か
、
ど
う

も
お
世
話
に
な
っ
て
す
み
ま
せ
ん
」
っ

て
終
わ
っ
た
と
思
っ
て
た
ら
、
そ
れ
か

ら
何
ヶ
月
か
経
っ
て
突
然
、
採
用
し
ま

す
っ
て
連
絡
が
き
た
。

　

あ
と
で
W
H
O
に
入
っ
て
み
て
分

か
っ
た
の
は
、
俺
の
英
語
力
と
か
そ
れ

は
ど
う
も
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
っ
た
み

た
い
で
さ
、
で
も
突
然
採
用
で
し
ょ
？　

で
、
そ
れ
か
ら
ま
た
ず
ー
っ
と
経
っ
て

か
ら
、
考
え
る
と
…
…
ど
う
も
俺
が
応

募
し
た
時
に
、
デ
ク
ア
ド
ロ
ス
が
「
木

村
は
良
い
よ
」
っ
て
俺
を
推
薦
し
て
く

れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
あ
っ
て
。
と

い
う
か
、
彼
以
外
は
ち
ょ
っ
と
考
え
ら

れ
な
い
ん
だ
よ
ね
。

　

デ
ク
ア
ド
ロ
ス
は
俺
が
エ
チ
オ
ピ
ア

で
書
い
た
た
く
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
も
読

ん
で
い
る
は
ず
だ
し
、
そ
の
辺
り
の
経

緯
も
知
っ
て
る
と
思
う
よ
。
エ
チ
オ
ピ

ア
の
あ
と
数
年
し
て
俺
が
サ
モ
ア
の

W
H
O
に
応
募
し
た
と
き
に
は
、
も

し
か
し
て
そ
の
名
前
（
木
村
）
が
デ
ク

ア
ド
ロ
ス
の
耳
に
入
っ
て
、
推
薦
し
て

く
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
…
…
た
だ

の
想
像
だ
け
ど
。

エ
チ
オ
ピ
ア
で
亡
く
な
っ
た
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
、
コ
ス
ワ
ラ
氏
の
回
想

（
途
中
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
コ
ス
ワ

ラ
さ
ん
に
は
直
接
お
会
い
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？
）

　

も
ち
ろ
ん
、も
ち
ろ
ん
。
俺
、ア
デ
ィ

ス
ア
ベ
バ
の
協
力
隊
の
オ
フ
ィ
ス
に
住

ん
で
た
ん
だ
け
ど
、
そ
の
近
所
に
彼
の

家
が
あ
っ
て
。
彼
、
心
臓
が
悪
か
っ
た

ん
だ
。

（
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
読
む
と
、
木
村
先
生
た
ち
が
患

者
の
症
状
が
写
っ
て
い
る
カ
ラ
ー
写
真
な
ど
を
見

せ
て
聞
い
て
回
っ
て
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ

の
方
法
が
良
い
っ
て
最
初
に
言
っ
た
の
は
コ
ス
ワ

ラ
さ
ん
だ
っ
た
み
た
い
で
す
）。

　

あ
あ
、
な
る
ほ
ど
ね
。
我
々
は
そ
ん

な
の
常
識
だ
と
思
っ
て
る
け
ど
、
で
も

考
え
て
み
る
と
そ
の
何
十
年
か
前
は
珍

し
い
や
り
方
だ
っ
た
だ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
な
ぁ
。
我
々
は
だ
か
ら
W
H
O

が
作
っ
た
写
真
を
持
っ
て
見
せ
て
歩
い

て
、
患
者
を
探
し
て
た
。

住
民
の
本
当
の
ニ
ー
ズ
？
　
麻
疹

　

当
時
、
エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
、
天
然
痘

よ
り
も
麻
疹
（
は
し
か
）
が
流
行
っ
て

Ciro de Quadros (1940-2014)　デクアドロス
氏（写真左端の杖を持った人物）はポリオ対
策で知られる公衆衛生の専門家で、後に予防
接種拡張計画（EPI）を牽引した。地

の
人
か
ら
す
る
と
天
然
痘
は
あ
ま
り

大
し
た
病
気
じ
ゃ
な
い
。

　

た
だ
そ
れ
に
し
て
は
ね
、
ち
ゃ
ん
と

祀
っ
た
り
と
か
（「
天
然
痘
様
」）
し
て

い
る
の
で
、
何
か
あ
る
と
は
思
う
ん
だ

け
ど
。
と
も
か
く
麻
疹
は
遥
か
に
イ
ン

パ
ク
ト
が
強
か
っ
た
。

天
然
痘
か
ら
E
P
I
、 

N
T
D
へ
の

展
開

（
猪
狩
）
私
は
こ
の
資
料
を
読
ん
で
い
く
な
か
で
、
天
然

痘
に
つ
い
て
だ
い
ぶ
詳
し
く
な
り
ま
し
た
。
国
際
保
健

の
大
学
院
の
授
業
で
も
天
然
痘
の
話
は
あ
ま
り
な
く
、

ど
う
い
う
ふ
う
に
根
絶
に
至
っ
た
の
か
と
い
う
話
っ
て

な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。）

　

予
防
接
種
拡
大
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
E
P
I
）
っ
て
い
う
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
で
し
ょ
。
あ
れ
は

ね
、
天
然
痘
が
成
功
し
た
こ
と
で
、
そ

れ
じ
ゃ
他
の
病
気
も
出
来
る
だ
ろ
う
っ

て
出
て
き
た
ん
で
す
よ
。
天
然
痘
の
根

絶
が
で
き
た
あ
と
、
ほ
か
に
根
絶
で
き

そ
う
な
病
気
は
何
か
っ
て
い
う
会
議
が

あ
っ
た
。
五
つ
か
六
つ
く
ら
い
が
選
ば

れ
た
け
ど
、
そ
の
な
か
に
は
フ
ィ
ラ
リ

ア
や
ポ
リ
オ
、
ほ
か
に
も
い
ろ
ん
な
の

が
入
っ
て
い
て
、
そ
し
て
始
ま
っ
た
の

が
E
P
I
。

　

二
〇
〇
〇
年
に
フ
ィ
ラ
リ
ア
制
圧
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
っ
て
、
と
に
か
く

治
療
し
ま
し
ょ
う
っ
て
頑
張
っ
て
治

療
し
た
ら
こ
れ
が
ま
た
励
み
に
な
っ

て
、
い
ま
は
「
顧
み
ら
れ
な
い
熱
帯

病N
eglected Tropical Disease

（NTD

）」
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
。

天
然
痘
は
最
初
の
ト
リ
ガ
ー
だ
っ
た
。

Petrus Aswin Koswara (1931 - 1974)　コスワラ氏はインドネシア人の
医師で、天然痘根絶プログラムでは指導的立場にあったが、1974 年 11
月に病気のためエチオピアで急死した。当時アディスアベバにいた木
村氏も、コスワラ氏の葬儀に参列した。

甲
状
腺
腫
多
発
地
帯

　

天
然
痘
の
発
見
を
目
的
と
し
た
旅
で
は
あ
っ
た
が
、

そ
の
他
に
も
麻
疹
、
ハ
ン
セ
ン
氏
病
、
象
足
病
と
い
っ

た
患
者
に
も
出
会
っ
た
。
と
く
に
残
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド

写
真
に
多
く
見
ら
れ
た
の
は
、
喉
の
肥
大
し
た
甲
状
腺

腫
症
と
思
わ
れ
る
人
々
の
写
真
で
あ
る
。
木
村
氏
の
記

憶
に
よ
れ
ば
、
あ
る
村
で
は
こ
う
し
た
症
状
の
住
民
が

多
く
い
た
た
め
、
村
人
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
お
よ
そ

七
割
の
人
の
甲
状
腺
が
腫
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は

本
来
食
物
や
飲
料
か
ら
摂
取
で
き
る
ヨ
ー
ド
の
欠
乏
が

原
因
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、
母
体
に
ヨ
ー

ド
が
不
足
す
る
と
ク
レ
チ
ン
症(

先
天
性
甲
状
腺
機
能

低
下
症) 

を
引
き
起
こ
し
、
子
の
発
育
不
全
や
学
習
能

力
な
ど
に
も
影
響
す
る
も
の
で
あ
る
。
エ
チ
オ
ピ
ア
山

岳
地
帯
に
お
け
る
甲
状
腺
腫
に
つ
い
て
は
、
十
九
世
紀

に
も
記
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
風
土
病
と
も
呼

べ
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
土
地
の
人
々
は
そ
れ
が
当
た
り
前
の

よ
う
で
、
皆
ん
な
甲
状
腺
の
腫
れ
な
ど
気
に
す
る
様
子

も
な
く
、
普
通
に
暮
ら
し
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た

と
木
村
氏
は
話
す
。
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木村英作「ドクトール・ダンス」　『EXPERT』国際協力事業団、1987 年、pp.166-167　再掲

Keraker の町で撮影されたとされる女性の写真。彼女が手にしている
ラジカセは Kyoei Electronics の「SILVANO」というブランドのもので、
日本製である可能性がある。

エッセイ「ドクトール・ダンス」で言及されている結婚式の会場で撮影されたと思われる
写真。屋外で女性がインジェラを焼いている様子だが、現在とほとんど変わらない印象を
与える。

エッセイ「ドクトール・ダンス」で紹介された結婚式の食事会場。1974 年 2 月の上旬
に撮影されたと考えられる。参列者の男たちは皆んなしっかりと銃を構えている。こ
の後まさかドクトールが踊り出すとは思いもしていないだろう。

参列者の誘いに乗って踊りに飛び出した時の写真。ピントがややずれている
ものの、ドクトール木村の突然の飛び出しに参列者が驚きつつも手拍子をし、
盛り上がっている様子が伝わってくる。右手奥で両手をたたいている男性は
木村氏のチームで接種を担当していた人物だという。



カ
ル
日
本
国
大
使
館
に
勤
務
す
る
予
定
で
あ

る
。

増
田 

研
（
ま
す
だ
・
け
ん
）

一
九
六
八
年
、
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
長
崎

大
学
多
文
化
社
会
学
部
お
よ
び
熱
帯
医
学
・

グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
科
准
教
授
。
東

京
都
立
大
学
大
学
院
単
位
取
得
満
期
退
学
。

一
九
九
三
年
よ
り
エ
チ
オ
ピ
ア
南
部
の
オ
モ

系
農
牧
民
バ
ン
ナ
に
お
け
る
調
査
を
開
始
し
、

博
士
論
文
『
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
の

「
周
辺
」：
エ
チ
オ
ピ
ア
南
部
に
お
け
る
近
代

の
物
語
』に
よ
り
博
士
号
取
得（
二
〇
〇
三
年
、

社
会
人
類
学
博
士
）。
現
在
の
研
究
テ
ー
マ
は

東
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
未
来
の
人
口
高
齢
化

と
社
会
福
祉
、
長
崎
お
よ
び
広
島
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
性
、
日
本
製
タ
イ
ル

の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
流
通
。
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猪
狩 

友
美
（
い
が
り
・
と
も
み
）

東
京
都
出
身
。
東
洋
大
学
社
会
学
部
卒
業

後
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
西
ア
フ
リ

カ
の
ベ
ナ
ン
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
（
と
く

に
学
校
保
健
）
に
従
事
。
帰
国
後
、
東
京
都

社
会
福
祉
協
議
会
で
の
勤
務
を
経
験
し
た
の

ち
に
、
二
〇
一
三
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
在

外
公
館
派
遣
員
と
し
て
在
ベ
ナ
ン
日
本
国
大

使
館
に
勤
務
。
二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
一
八

年
ま
で
長
崎
大
学
大
学
院
熱
帯
医
学
・
グ

ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
科
に
在
学
し
、
論
文

「A D
escriptive Study of Treatm

ent 
Seeking am

o
ng B

uruli U
lcer 

Patients in Southern Benin

」
に
よ
り

公
衆
衛
生
学
修
士
（M

aster of Public 
Health

）
を
取
得
。
二
〇
一
八
年
よ
り
長
崎

大
学
技
能
補
佐
員
と
し
て
研
究
室
運
営
に
従

事
す
る
。
二
〇
一
九
年
夏
よ
り
在
マ
ダ
ガ
ス

編
集
後
記

■
エ
チ
オ
ピ
ア
に
行
っ
た
こ
と
の
な
い
私

が
、
こ
の
資
料
を
手
渡
さ
れ
、
読
み
解
き

始
め
た
の
が
半
年
前
の
こ
と
。
ど
う
や
ら

大
学
で
お
見
か
け
す
る
も
の
の
、
ど
の
よ

う
な
方
な
の
か
今
ひ
と
つ
存
じ
上
げ
な
い

木
村
先
生
に
ま
つ
わ
る
資
料
ら
し
い
が
、

ス
ラ
イ
ド
写
真
や
紙
資
料
の
数
々
に
、
読

み
解
こ
う
に
も
さ
て
ど
う
し
た
も
の
か
と

窮
し
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。
し
か
し
作

業
を
進
め
る
う
ち
に
、
美
し
い
手
描
き
の

地
図
が
細
か
く
村
リ
ス
ト
と
対
応
し
て
い

た
り
、
こ
こ
で
患
者
が
発
見
さ
れ
た
の
か
、

ワ
ク
チ
ン
を
何
本
接
種
し
た
、
こ
の
写
真

は
こ
こ
で
撮
ら
れ
た
も
の
だ
な
ど
と
、
資

料
と
資
料
が
繋
が
り
だ
し
て
い
く
過
程
で

熱
中
し
た
挙
句
、
つ
い
に
は
自
分
が
エ
チ

オ
ピ
ア
の
北
部
で
天
然
痘
患
者
を
探
し
て

彷
徨
い
歩
く
夢
ま
で
見
た
。

　

天
然
痘
根
絶
と
い
う
歴
史
的
偉
業
と
言

わ
れ
る
で
き
ご
と
で
も
、
患
者
探
し
・
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
現
場
レ
ベ
ル
で
ど
の
よ
う

に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
の
か
を
書
き
記
し
た

資
料
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
そ
ん

な
貴
重
な
資
料
か
ら
、
何
よ
り
現
場
で
汗

を
か
き
な
が
ら
活
動
す
る
大
切
さ
を
再
確

認
で
き
た
こ
と
は
自
分
に
と
っ
て
貴
重
な

経
験
と
な
っ
た
。

　

今
の
エ
チ
オ
ピ
ア
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
以
来
足
を
踏
み
入

れ
て
い
な
い
木
村
先
生
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
そ
う
呟
い
た
。
私
は
と
い
え
ば
、
い
つ

か
絶
対
エ
チ
オ
ピ
ア
に
行
こ
う
、
そ
ん
な

目
標
が
で
き
た
の
で
あ
る
。（
猪
狩
友
美
）

■
木
村
英
作
先
生
と
の
初
対
面
は
、
い
ま

か
ら
一
年
半
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
る
。
同

僚
の
門
司
和
彦
さ
ん
と
二
人
で
近
所
の
焼

「木村英作、酒場で語る」の舞台となったのは、長崎市浜口町の立ち飲み
屋「さかい酒舎」、および岩川町の焼き鳥店「大八」。いずれも木村氏の
行きつけの店である。

き
鳥
屋
（
大
八
）
で
飲
ん
で
い
る
と
、
途
中

か
ら
合
流
し
て
き
た
の
が
木
村
先
生
だ
っ

た
。「
へ
ぇ
、
増
田
さ
ん
、
エ
チ
オ
ピ
ア
に

い
た
の
？　

僕
も
ね
、
昔
エ
チ
オ
ピ
ア
で
仕

事
を
し
て
い
た
ん
だ
よ
。」　

そ
の
あ
と
は
、

天
然
痘
患
者
を
見
つ
け
た
体
験
談
や
、「
山

の
中
で
蒸
気
機
関
車
を
見
つ
け
た
」話（
十
一

頁
を
参
照
）
へ
と
話
が
咲
き
、
や
が
て
、
木

村
先
生
が
保
管
し
て
き
た
資
料
一
式
を
私
が

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
資
料
を
紹
介
し
、
資
料
を
丹
念
に

検
討
し
て
く
れ
る
研
究
者
の
名
乗
り
を
待

つ
つ
も
り
で
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
し
た
の
が

二
〇
一
八
年
春
の
ナ
イ
ル
・
エ
チ
オ
ピ
ア
学

会
で
あ
る
。
学
会
員
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
質

問
と
感
想
、
コ
メ
ン
ト
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
い
た
が
、「
私
に
そ
の
資
料
を
く
だ
さ

い
」
と
い
う
申
し
出
は
ひ
と
つ
も
な
か
っ
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
こ
れ
は
国
際
保
健
の
歴
史

で
し
ょ
。
し
か
も
エ
チ
オ
ピ
ア
で
し
ょ
、だ
っ

た
ら
増
田
が
や
る
の
が
い
い
」
と
い
う
ご
提

案
を
い
た
だ
く
羽
目
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

幸
い
、
昨
年
の
一
〇
月
か
ら
猪
狩
友
美
さ

ん
が
研
究
室
に
勤
務
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な

り
、
仕
事
の
一
部
と
し
て
木
村
資
料
の
読
み

解
き
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
誌

『
別
冊　

木
村
英
作
』
が
完
成
し
た
の
は
、
ひ

と
え
に
、
猪
狩
さ
ん
の
半
年
に
わ
た
る
資
料

と
の
格
闘
の
お
か
げ
で
あ
る
。

　

国
際
保
健
の
分
野
で
は
、
天
然
痘
は
す
で

に
「
片
づ
い
た
病
気
」
で
あ
る
が
、
世
界
規

模
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
末
端
の
職

員
に
よ
っ
て
、
現
場
で
、
ど
の
よ
う
に
進
め

ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
意
外
に
知
ら
れ

て
い
な
い
。
本
誌
に
収
録
し
き
れ
な
か
っ
た

資
料
を
ど
の
よ
う
に
公
開
す
べ
き
か
、
こ
れ

か
ら
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。（
増
田
研
）

増
田
研
・
猪
狩
友
美
（
編
）『
別
冊
　
木
村
英
作
：
一
九
三
〜
七
四
年
、
天
然
痘
を
追
い
詰
め
た
記
録
』　
二
〇
一
九
年
四
月
二
〇
日
　
初
版
　
　
二
〇
一
九
年
七
月
三
十
一
日
　
改
訂
新
版


